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[要点] 

(1)1467年，
あしかがよしまさ

足利義政が将軍のとき，そのあとつぎ争いと守護大名の細川氏と山名氏の争いなど

が原因となって，
おうにん

応仁の乱がおこった。 

(2)11年間続いた戦乱はやがて全国に波及し，以後約100年間続く
せんごくじだい

戦国時代の幕開けとなった。  

(3)応仁の乱後の1485年，京都南部の村々は，
じざむらい

地 侍を中心としてまとまりを強めて守護大名の畠

山氏を追い出して8年間自治を行った。この事件を
やましろのくにいっき

山城国一揆という。 

(4)さらに，1488年，加賀の
いっこうしゅう

一 向 宗の信徒が守護を攻め滅ぼし，約 100年間自治を続け，「百姓

の持ちたる国」とよばれた。これを加賀の
いっこういっき

一向一揆という。 

(5)戦国時代，都市の自治も進み，とくに京都・博多・堺では
まちしゅう

町 衆と呼ばれた有力商人を中心に

自治が行われた。 

(6)下の身分の者が上の身分の者を倒すことを
げこくじょう

下克上という。戦国時代
 しゅご

守護大名の多くが家臣に

たおされ，
せんごくだいみょう

戦 国 大 名がうまれた。戦国大名は領国統治のために
ぶんこくほう

分国法という法律を制定し

た。 

 

[A問題：要点確認] 

(1)1467年，
あしかがよしまさ

足利義政が将軍のとき，そのあとつぎ争いと
 しゅご

守護大名の
ほそかわし

細川氏と
や ま な し

山名氏の争いなど

が原因となって，(   )の乱がおこった。 

(2)(   )年，(   )が将軍のとき，そのあとつぎ争いと
 しゅご

守護大名の
ほそかわし

細川氏と山名氏の争いな

どが原因となって，
おうにん

応仁の乱がおこった。 

(3)11年間続いた戦乱はやがて全国に波及し，以後約100年間続く(   )時代の幕開けとなった。 

(4)
おうにん

応仁の乱後の1485年，京都南部の村々は，
じざむらい

地 侍を中心としてまとまりを強めて守護大名の
はたけやまし

畠山氏を追い出して8年間自治を行った。この事件を(   )
い っ き

一揆という。 

(5)
おうにん

応仁の乱後の(   )年，京都南部の村々は，(   )を中心としてまとまりを強めて
 しゅご

守護大

名の
はたけやまし

畠山氏を追い出して8年間自治を行った。この事件を
やましろのくにいっき

山城国一揆という。 

(6)さらに，1488年，
 か が

加賀の
いっこうしゅう

一 向 宗の信徒が
 しゅご

守護を攻め滅ぼし，約 100年間自治を続け，「百

姓の持ちたる国」とよばれた。これを(   )一揆という。 

(7)さらに，(   )年，
 か が

加賀の(   )宗の信徒が
 しゅご

守護を攻め滅ぼし，約 100年間自治を続け，

「百姓の持ちたる国」とよばれた。これを加賀の
いっこういっき

一向一揆という。 

(8)
せんごくじだい

戦国時代，都市の自治も進み，とくに京都・(   )・堺では(   )と呼ばれた有力商人を

中心に自治が行われた。 

(9)
せんごくじだい

戦国時代，都市の(   )も進み，とくに
きょうと

京都・
は か た

博多・(   )では
まちしゅう

町 衆と呼ばれた有力商

人を中心に自治が行われた。 

http://www.fdtext.com/dat/index.html


(10)下の身分の者が上の身分の者を倒すことを(   )という。
せんごくじだい

戦国時代(   )大名の多くが

家臣にたおされ，
せんごくだいみょう

戦 国 大 名がうまれた。戦国大名は
りょうごく

領 国統治のために
ぶんこくほう

分国法という法律

を制定した。 

(11)下の身分の者が上の身分の者を倒すことを
げこくじょう

下克上という。
せんごくじだい

戦国時代，
 しゅご

守護大名の多くが家臣

にたおされ，(   )大名がうまれた。(   )大名は
りょうごく

領 国統治のために(   )法という

法律を制定した。 

 
 

[B問題] 

(1)15世紀後半，
ほそかわし

細川氏と
や ま な し

山名氏の権力争いに将軍や
かんれい

管領家の
そうぞく

相続争いが結びついて，11年間も
きょうと

京都での争いが続いた。この争いを何というか。 

(2)
おうにん

応仁の乱が始まったのは何年か。 

(3)
おうにん

応仁の乱は
ほそかわし

細川氏と
や ま な し

山名氏の対立が原因でおこった。幕府を動かしていたこれらの大名を何と

いうか。 

(4)
おうにん

応仁の乱の後，戦乱は全国に広がり，約 100年も続いた。この戦乱の時代を何というか。 

(5)1485年，
きょうと

京都南部の村々は，
じざむらい

地 侍を中心としてまとまりを強めて
 しゅご

守護大名の畠山氏を追い出

して8年間自治を行った。この事件を何というか。 

(6)15世紀後半，
 か が

加賀の
いっこうしゅう

一 向 宗の信徒が
 しゅご

守護を攻め滅ぼし，約 100年間自治を続け，「百姓の

持ちたる国」とよばれた。この事件を何というか。 

(7)
 か が

加賀の
いっこういっき

一向一揆は何年におこったか。 

(8)
 か が

加賀で起きた一揆に関係の深い宗派は何か。 

(9)
にちみんぼうえき

日明貿易で栄えた港町で商人を中心とした自治が行われた都市はどこか。 

(10)
せんごくじだい

戦国時代，
さかい

堺 などでは自治が行われたが，その中心となった有力商人を何というか。 

(11)大名の家来が実力をのばして大名の地位を
うば

奪うようになったが，下の身分の者が上の者を倒

すことを何というか。 

(12)実力で
りょうごく

領 国を支配するようになった大名を何というか。 

(13)
せんごくだいみょう

戦 国 大 名が
りょうごく

領 国統治のために制定した法令を何というか。 

[解答]  (1)
おうにん

応仁の乱 (2)1467年 [参考] 応仁の乱，人よむな(1467)しく死んでいく 

(3)
 しゅご

守護大名 (4)
せんごくじだい

戦国時代 (5)
やましろのくにいっき

山城国一揆 (6)加賀の
いっこういっき

一向一揆 (7)1488年 [参考] 人

よパッパ(1488)と一向一揆 (8)
じょうどしんしゅう

浄 土 真 宗(
いっこうしゅう

一 向 宗) (9)
さかい

堺  (10)
まちしゅう

町 衆 (11)
げこくじょう

下克上 

(12)
せんごくだいみょう

戦 国 大 名 (13)
ぶんこくほう

分国法  

 

 



[C問題] 

(1)
おうにん

応仁の乱の原因として有力な
 しゅご

守護大名間の対立があったが，何氏と何氏の対立か。 

(2)
せんごくじだい

戦国時代，有力商人による自治が行われた都市を3つあげよ。 

(3)大内氏の城下町として栄え，
おうにん

応仁の乱後，地方の文化の中心になった都市はどこか。 

(4)
げこくじょう

下克上とはどのようなことか。簡単に書け。 

(5)
せんごくだいみょう

戦 国 大 名は，
じょうか

城下に家来を集め，商工業者をよびあつめて(   )町をつくった。 

[解答]  (1)
ほそかわし

細川氏と
や ま な し

山名氏 (2)
さかい

堺  
きょうと

京都 
は か た

博多 (3)
やまぐち

山口 (4)身分の低い者が身分の高い者

を倒すこと。 (5)城下(町)  
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